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レイアウトレイアウトレイアウトレイアウト

ファームウェアの更新は０．５ｍ通信ケーブルのみ使用できます。

ＡＣアダプタ（卓上）使用は、０．５ｍ通信ケーブルのみ使用できます。

※通信ケーブルを経由したＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏへの電源供給が可能

パソコン

通信ケーブル

・１．５ｍ車両セッティング専用

F-CON V Pro

通信アダプタ

（ミニＢ）

ＡＣアダプタ

ＵＳＢケーブル

メインハーネス

※卓上使用時

※車両使用時

・０．５ｍ卓上使用専用
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スタート その１（取り付ける前に）スタート その１（取り付ける前に）スタート その１（取り付ける前に）スタート その１（取り付ける前に）

●概要解説

本説明書はバージョン４．１（以下Ver.4）及びバージョン３．４（以下Ver.3）について記載しています。

①入力について

・カム／クランク信号入力 …… ２つのカム角信号、１つのクランク信号の入力が可能です

対応車種は今後随時確認していきます

・電圧入力 …… ３タイプ２０ポートまでの入力が可能です（Ver.4)

３タイプ１１ポートまでの入力が可能です（Ver.3)

吸気圧・スロットル・水温・吸気温は固定、それ以外は任意に設定できます

ソフトウェアスイッチによりプルアップ設定可能なポートがあります

・スイッチ入力 …… ６ポートまでの入力が可能です（Ver.4)

５ポートまでの入力が可能です（Ver.3)

それぞれが任意に設定できます

ソフトウェアスイッチによりプルアップ設定可能です

・周波数入力 …… ２ポートまでの入力が可能です

・Ａ／Ｆ入力（Ver.4） …… 外部にアンプ不要で直接Ａ／Ｆセンサが２つまで接続可能です

ＨＫＳ Ａ／Ｆノックアンプ２用センサとハーネスを使用します

・ノック入力（Ver.4） …… 外部にアンプ不要で直接ノックセンサが２つまで接続可能です

・大気圧入力（Ver.4） …… 本体にセンサ内蔵で外部に取り付け不要です

②燃料出力について

…… 基本は制御は従来と同じです

補正マップは任意に軸項目を選択します

③点火出力について

…… 基本は制御は従来と同じ

補正マップは任意に軸項目を選択します

④スイッチ出力について（３タイプ）

・ＬＳＬ（Ver.4） …… ローサイド（接地側）制御です

８ポートまでの出力が可能です

リレーやライトなど０．５Ａまでの電流を流すことができます

・ＬＳＨ …… ローサイド（接地側）制御です

１２ポートまでの出力が可能です（Ver.4）

１０ポートまでの出力が可能です（Ver.3）

ソレノイドなど２．０Ａまでの電流を流すことができます

・ＨＳ …… ハイサイド（電圧側）制御です

２ポートまでの出力が可能です

ソレノイドなど２．０Ａまでの電流を流すことができます

⑤電子スロットルについて（Ver.4）

…… ２ポートまでの出力が可能です

⑥その他

・内部ログ …… 内部に６２データを約６５０００回データを保存することができます
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スタート その２（はじめて取り付ける際に）スタート その２（はじめて取り付ける際に）スタート その２（はじめて取り付ける際に）スタート その２（はじめて取り付ける際に）

●はじめて取り付ける場合の作業の流れです。

①取り付け（ハーネス接続）

・ＨＫＳ車種別ハーネス未加工状態にて下記の信号が配線されています。（車種により異なる場合があります）

入力：カム・クランク・水温・吸気温、スロットル、エアフロ※、吸気圧※、車速※

出力：燃料、点火、エアフロ※、吸気圧※、車速※

※センサとＥＣＵ間のハーネスを切断し、センサ側がＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏ入力へ、ＥＣＵ側が

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏ出力へ配線

・その他入出力する信号にあわせ、任意に加工してください。

・車両に取り付け、電源を入れる前に必ず配線の確認を行ってください。ショートなどがあると配線や

電気／電子部品が焼損する恐れがあります。

②パワーライターにて初期データの作成

・車両（エンジン）の参考データがある場合には「データファイルの読み込み」を行い、そのデータを

初期データとしてください。参考データが無い場合には「データの新規作成」操作を行い、データを作

成してください。

・いずれの場合にも、取り付ける車両（エンジン）に必ずしもセッティングの取れた内容ではありません。・いずれの場合にも、取り付ける車両（エンジン）に必ずしもセッティングの取れた内容ではありません。・いずれの場合にも、取り付ける車両（エンジン）に必ずしもセッティングの取れた内容ではありません。・いずれの場合にも、取り付ける車両（エンジン）に必ずしもセッティングの取れた内容ではありません。

必ずセッティング作業をおこなってください。必ずセッティング作業をおこなってください。必ずセッティング作業をおこなってください。必ずセッティング作業をおこなってください。

これらのデータをそのまま使用し、高回転／高負荷エンジン運転すると、エンジンが破損する恐れがあこれらのデータをそのまま使用し、高回転／高負荷エンジン運転すると、エンジンが破損する恐れがあこれらのデータをそのまま使用し、高回転／高負荷エンジン運転すると、エンジンが破損する恐れがあこれらのデータをそのまま使用し、高回転／高負荷エンジン運転すると、エンジンが破損する恐れがあ

ります。ります。ります。ります。

「データファイルの読み込み」

・参考データを読み込み、そのデータをベースデータとします。

ファイル → 開く

データフォルダ内のデータファイルが表示されます。

任意のデータファイルを選択してください。

「データの新規作成」

・新規作成メニューに従い初期データを作成してください。

ファイル → 新規作成

・エンジンや取り付けるセンサの種類にあわせたパラメータを設定してください。

→
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③Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏへ初期データを書き込み

・卓上電源を使用し、②で作成した初期データをＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏへ書き込みを行ってください

通信 → 全データの書き込み

・初期の書き込みまでは車両で行わず、必ず机上での行ってください。ＨＫＳ出荷時のデータと車両

部品仕様の違いにより、車両部品が焼損する恐れがあります。

④Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏを車両取り付け

・車両にＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏを取り付けてください。

・電源を入れ、パワーライターのデータモニターでセンサ値の異常など確認し、問題なければエンジン

始動確認してください。

⑤エラー履歴の消去

・車両に取り付け後、パワーライターのパラメータ設定にてエラーリセット操作を行ってください。

・初期データの書き込み（電源のみＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏに接続操作したため）にてエラーが記録さ

れています。

・エラーリセット後から、実際の車両の故障診断として参照することができます。
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使用／設定例使用／設定例使用／設定例使用／設定例

●ブースト制御

ブーストを制御するというよりも、ソレノイドバルブのＤＵＴＹを制御するといった考え方の方が、分かりや

すいかもしれません。ＤＵＴＹが大きくなるとブーストが上がります。

目標ブーストへフィードバックする機能がありますが、レスポンスの良いタービンだとオーバーシュートやハ

ンチングなど制御性が悪化することがあります。

まずフィードバック制御が働かない様に設定し、ブーストが安定させる事ができたら小さいパラメータ（小さ

いフィードバック量）から始めて見た方がいいです。

①配線と配管

ソレノイドバルブの配線と配管を接続してください。

ソレノイドバルブの配線は、赤色線をＩＧ電源へ、黒色線をＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏの制御信号端子へ配線

してください。

（配線はＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏハーネス説明書も併せて参照してください）

②初期設定１

スイッチ出力ＬＳＨのいずれかに「ブースト」を設定してください。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ１） → ＳＷ１～１ｘ

該当するポートの制御周波数を「２０．０～２５．０」を設定してください。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ２） → ＳＷｘ～ｙ制御周波数

※ＨＫＳソレノイドバルブの場合

※設定例
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③初期設定２

ブースト制御開始を設定してください。

パラメータ設定 → その他制御設定 → ブースト → 出力開始吸気圧 …… 大気圧より少し大きめの値

パラメータ設定 → その他制御設定 → ブースト → 出力停止吸気圧 …… 目標最大過給圧より少し小さめの値

パラメータ設定 → その他制御設定 → ブースト → 制御開始吸気圧 …… 「出力開始吸気圧」より少し大きめの値

※設定例

④基本ＤＵＴＹの設定

はじめは、基本ＤＵＴＹ値を１０．０％程度、全ての補正を０．０％に設定してください。

ブースト → 基本ＤＵＴＹ

※ブーストを上げたいとき……ＤＵＴＹを上げる

※ブーストを下げたいとき……ＤＵＴＹを下げる

⑤セッティング

初期設定データの書き込み後、Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏの電源を一度ＯＦＦしてください。

再度電源をＯＮし、目標制御（ブースト）となるようデータの設定（セッティング）をしてください。
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●ブースト制御ソレノイド配管例（スイングバルブ式）

・ＮＯ端子前にエアフィルタを

必ず設置してください。

・ＮＯ端子は上向きに設置しな

いでください。（水や油が入

いらないよう、水平か下向き

に取り付けてください）

●ブースト制御ソレノイド配管例（ポペットバルブ式）

・ＮＣ端子前にエアフィルタを

必ず設置してください。

・ＮＣ端子は上向きに設置しな

いでください。（水や油が入

いらないよう、水平か下向き

に取り付けてください）

●ＨＫＳソレノイドバルブについて

ニップルのシールテープは管端より１～２山には貼り付け

ず、管内に入らないようにしてください。

配管の締め付けトルクは１５Ｎ．ｍです。

ソレノイドバルブは作動すると振動が発生します。車両へ

の取り付けは防振ゴムを使用するなどしてください。また、

脱落しないよう確実に固定してください。
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●可変バルブタイミング制御

バルタイ制御ソレノイドの配線を行う前にノーマル状態（ノーマルＥＣＵ制御）でＦーＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏが

バルブタイミングを正しく計測しているか、またノーマル状態でのバルブタイミング値を確認／計測してくださ

い。

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏで制御を行うとエンジンチェックランプが点灯してしまいます。

※バルタイソレノイド断線、バルタイ値異常など

①配線１

カム角センサ線を接続してください。（必要な場合のみ）

※ハーネス説明書の例を参考にしてください

②初期設定１

スイッチ出力ＬＳＨのいずれかに「バルタイＩＮ１～２、ＥＸ１～２」を設定してください。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ１） → ＳＷ１～１ｘ

該当するポートの基本周波数を「３００．０」を設定してください。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ２） → ＳＷｘ～ｙ制御周波数

※周波数は車種により異なることがあります

また車種別設定の、最進角／最遅角、計測開始角度、計測回数、計測開始カウント、それぞれのデータを

設定してください。

パラメータ設定 → その他制御設定 → バルタイ → それぞれのデータ

※設定例
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③初期設定２

エンジン始動し、制御停止状態でバルブタイミングずれの調整してください。

パラメータ設定 → その他制御設定 → バルタイ → カムオフセットＩＮ１～２、ＥＸ１～２

※最遅角パラメータとデータモニターの実測バルブタイミングが同じになるように合わせてください

※最遅角パラメータが計測バルブタイミングより若干（0.0～1.0)大きい値を設定してください

※設定例

④配線２
バルタイ用ソレノイド線を接続してください。

※ハーネス説明書や別途車両（エンジン）別に配線資料があるもには、それらも参考にしてください。

※Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏはローサイド（接地）制御となります。純正制御とは違う場合があります。

⑤制御開始設定
制御開始条件を任意に設定し、制御開始状態にしてください。

パラメータ設定 → その他制御設定 → バルタイ → 制御開始回転数

パラメータ設定 → その他制御設定 → バルタイ → 制御開始水温

※設定例

⑥セッティング
初期設定データの書き込み後、Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏの電源を一度ＯＦＦしてください。
再度電源をＯＮし、エンジン特性にあわせたバルブタイミング値に設定（セッティング）してください。
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●電子スロットル制御（Ver.4）

慎重に、エンジン停止状態で確実に全閉→全開の動作を確認してからエンジンをかけてください。

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏで制御を行うとエンジンチェックランプが点灯してしまいます。

※電スロモーター断線、電スロ開度値異常など

①配線

電スロ制御に必要な配線を行ってください。

※ハーネス説明書の例を参考にしてください

②初期設定１

電スロ制御で必要な①で配線した、アクセルセンサ２系統、スロットルセンサ２系統の入力ポートを

設してください。

パラメータ設定 → 入力設定 → 電圧

※設定例

電スロ制御を行う基本データを設定してください。

パラメータ設定 → ＩＳＣ・電スロ → ＩＳＣ → ＩＳＣタイプ＝電スロ

パラメータ設定 → ＩＳＣ・電スロ → 電スロ …… １つの場合はメイン×１

※設定例
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③アクセル特性設定

電源をオンし、アクセル全閉状態としてください。

そのまま、アクセル全閉での電圧を特性を学習させてください。

パラメータ設定 → 入力設定 → スロットル・アクセル → アクセルパラメータ１ＣＬＯＳＥ → ＧＥＴ

パラメータ設定 → 入力設定 → スロットル・アクセル → アクセルパラメータ２ＣＬＯＳＥ → ＧＥＴ

アクセル全開状態としてください。

そのまま、アクセル全開での電圧を特性を学習させてください。

パラメータ設定 → 入力設定 → スロットル・アクセル → アクセルパラメータ１ＯＰＥＮ → ＧＥＴ

パラメータ設定 → 入力設定 → スロットル・アクセル → アクセルパラメータ２ＯＰＥＮ → ＧＥＴ
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④電スロ特性学習

電スロ電源を制御するスイッチ出力を「電スロリレー」と設定してください。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＸＸ） → 電スロリレー

電源オンのまま、電スロ特性を学習させてください。

パラメータ設定 → ＩＳＣ・電スロ → 電スロ → 電スロ学習

１０秒ほど待つと完了します。

※スロットルセンサ特性で電圧が途中でクリップするタイプは学習できません

⑤基本完了

一度電源をＯＦＦしてください。

再度電源をＯＮして、エンジンをかけずにアクセルとスロットルの動きをチェックしてください。

エンジンをかけ、アイドリング状態でアイドル回転関連の設定やチェックをしてください。

⑥その他設定のポイント

エンジンをかけ、アイドリングがハンチングする場合には、ISCのフィードバック係数を小さく、周期を

長く設定すると安定しやすい傾向にあります。
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●ステッピングモータＩＳＣ制御

ステッピングモータは絶対位置（ステップ表示値と実際の開度値）が必ずしも同じとは限りません。

初期値の設定が重要となります。

①配線

ステッピングモータＩＳＣに必要な配線を行ってください。

※ハーネス説明書の例を参考にしてください

②初期設定１

ステッピングモータ出力の設定をしてください。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ１） → ＳＷ５＝ステッピングモータＡ

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ１） → ＳＷ６＝ステッピングモータＡ（反転）

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ１） → ＳＷ７＝ステッピングモータＢ

※設定例

ステッピングモータＩＳＣを行う設定をしてください。

パラメータ設定 → ＩＳＣ・電スロ → ＩＳＣ → ＩＳＣタイプ＝ステッピングモータ

※設定例
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③ステッピングモータ初期化

電源をオンしてください。

ステッピングモータ位置の初期化をしてください。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ２） → ステッピングモータ初期化

ステッピングモータ位置の初期化を行います。しばらく待ってください。

ステッピングモータ位置の初期化が終わると、ステッピングモータ位置は全開位置となり

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏのステップ位置表示値は５００となります。

⑤完了

一度電源をオフしてください。

再度電源をオンして、適切なアイドリング回転数となるようＩＳＣ値を設定してください。

⑥その他設定のポイント

ステッピングモータ初期化操作を行う前に、ISCの各補正値（始動後補正、ダッシュポット補正や負荷補正

など）は０に設定してください。

初期化後、目標回転となる基本値が設定終了後に、それら補正値を設定してください。

それら補正値の設定内容や方法によっては正しく制御できない場合があります。
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●アンチラグ制御

アンチラグ制御とは、ターボチャージャー付きエンジンで、減速時のアクセルオフから加速のためのアクセル

オン操作時でエンジンレスポンス改善のために、アクセルオフ時に空気（電スロ開度）、燃料（噴射時間）、点

火（間引きやタイミング）制御を行うことにより、エキゾーストマニホールドで燃料を燃焼させ、ターボの回転

を落とさない働きをさせます。

アンチラグ制御モードになるには、

①スイッチ入力

スイッチ入力でアンチラグを設定し、そのスイッチをオンにするとアンチラグ制御待ちとなります。

アンチラグ制御待ちで、②条件成立後に③条件が成立すると、④アンチラグ制御になります。

スイッチをオフにすると②～④いずれの状態であってもアンチラグモードは解除され通常の制御となり

ます。

※設定例

②開始前条件

加速もしくは巡航運転を判別します。回転数・アクセル開度・吸気圧の全ての条件が時間条件以上、上

回ると③の開始条件判別状態になります。

※設定例
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③開始条件

加速もしくは巡航運転後の減速を判別します。アクセル開度、吸気圧の全ての条件が下回ると作動遅れ

時間設定後に④のアンチラグ制御になります。

※設定例

④アンチラグ制御

燃料制御

・オプション補正マップで連動設定を「アンチラグ」設定にすると、アンチラグ制御時のみこのマッ

プが参照されます。アンチラグ制御時に最適な燃調となるよう補正マップを設定してください。

点火制御

・オプション補正マップで連動設定を「アンチラグ」設定にすると、アンチラグ制御時のみこのマッ

プが参照されます。アンチラグ制御時に点火時期を適度にリタード（遅角）させる設定をしてくだ

さい。

・アンチラグ点火カット係数マップもアンチラグ制御時のみに参照されます。マップ値が0の場合は、

点火信号のカット（間引き）は行われません。数値を大きくなるとカット量（カット量）が多くな

ります。点火信号のカットは、シリンダ内で燃料を燃焼させず、未燃ガスのままエキゾーストマニ

ニホールドへ送ることになり、そこで燃焼しアンチラグの効果が出ます。

電スロ制御（Ver.4）

・オプション補正マップで連動設定を「アンチラグ」設定にすると、アンチラグ制御時のみこのマッ

プが参照されます。アンチラグ制御時は基本的にはアクセルを閉じた操作状態ですが、電スロもあ

併せて閉じ気味の開度となります。この補正マップで適度に開く補正を設定し、アンチラグ制御で

必要な空気量がシリンダに送られるようにしてください

スイッチ出力制御（LSH、LSL）

・アンチラグ制御で④の条件時のみONする動作を行います。
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⑤アンチラグ終了

アンチラグ制御時に復帰条件のいずれかを下回るもしくはスロットル開度のプラス変化なった場合に制

御一時停止し、③の状態になります。

※設定例

また同様に、アンチラグ制御時に停止条件のいずれかの条件を下回るとアンチラグ制御は制御停止し、

②の状態になります。

※設定例
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●外部Ａ／Ｆアンプ接続時の設定について（例：点火ＧＣＣコネクタに接続）

外部Ａ／Ｆアンプ（Ａ／Ｆ計）をＡ／Ｆ１として点火ＧＣＣコネクタに接続する例としての設定内容内容です。

・電圧入力するポートを設定します（点火ＧＣＣポートは＃５番）。

パラメータ設定 → 入力設定 → 電圧 → ＃５ ＝ 外部Ａ／Ｆ１

・Ａ／Ｆ１の設定をします。

パラメータ設定 → Ａ／Ｆ・ノック → Ａ／Ｆ１ ＝ 外部

・外部Ａ／Ｆアンプの特性を設定します。

設定 → 変換テーブル設定 → Ａ／Ｆ１ ＝ 外部Ａ／Ｆアンプ種類を設定

●ＤＵＴＹソレノイドアイドルコントロールの設定について（例：ＬＳＨのＳＷ７出力に接続）

・出力するポートを設定します（点火ＧＣＣポートは＃５番）。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ１） → ＳＷ７ ＝ ＩＳＣ

・出力する周波数を設定する（周波数は設定後、次回Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏの電源投入時から有効）。

パラメータ設定 → 出力設定 → スイッチ（ＬＳＨ２） → ＳＷ５～７基本周波数 ＝ 任意に設定

・ＩＳＣでソレノイド式を設定する。

パラメータ設定 → ＩＳＣ → ＩＳＣ → ＩＳＣタイプ ＝ ソレノイド

●スイッチ（ＬＳＨ）出力の 「ＬＳＬ連動」設定について

スイッチ（ＬＳＨ）出力の設定項目に「ＬＳＬ連動」があります。

この設定はスイッチ（ＬＳＬ）出力で設定したＯＮ／ＯＦＦ条件を、スイッチ出力（ＬＳＨ）端子にそのまま

出力させる動作になります。

「ＬＳＬ連動」は同じ出力番号の条件を参照します。例えば、スイッチ（ＬＳＨ）出力の５番を

「ＬＳＬ連動」と設定した場合には、スイッチ（ＬＳＬ）出力の５番のパラメータ条件にてＯＮ／ＯＦＦ出力す

る動作をします。

設定例：スイッチ（ＬＳＨ）出力５番を「電動ファン２」として出力
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●本体ログ使用方法

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏ本体内には、６２種類のデータログデータを約６５，０００回保存することができま

す。

本体ログを使用するには、大きく分けて３つの操作が必要です。

・初期設定①～③

本体ログ機能を使用するために、あらかじめ設定を行う必要があります

パワーライターにて設定します

・データの取得④～⑤

初期設定で設定された内容に基づき車両のセンサー値などの値をＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏのログメモリに

保存します。

・データの読み込みと表示⑥～⑨

パワーライターにＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏのログデータを読み込みグラフ表示させます。

①本体ログデータ初期設定

使用になる前に、本体ログデータの消去や本体ログ機能について設定を行う必要があります。

パワーライターにて、

設定 → 本体ログ設定

操作を行い、本体ログ設定画面を表示させます。

②ログデータの設定

ログデータ保存条件「ログサンプリング周期」、「バッファタイプ」、「開始トリガ条件」、

「ログデータ種類」を任意に設定してください。

終了後、 セット を押してください。

③ログデータの消去

本体ログ設定画面の 本体ログ消去 を押してください。

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏ本体内のログデータが全消去されます。終了までにしばらく時間がかかる場合が

あります。

この操作はログメモリを消去したい場合にのみ行います。ログデータは、⑤のログ終了後も④のログ開始

条件が成立すれば前のログデータを残したまま新しくログデータを取得することができます。
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④ログ開始

初期設定の「開始トリガ－条件」が成立するとログ動作が開始されます。

⑤ログ終了

初期設定の開始トリガ条件で「スイッチ（マニュアル）」以外の条件では、本体の電源が切れるまで停止し

ません。

スイッチ入力で「内部ログキャンセル」を設定しそのスイッチがＯＮの場合は、ログ動作を停止します。

初期設定の開始トリガ条件で「スイッチ（マニュアル）」条件では、もう一度スイッチを押すとログ動作を

停止します。

初期設定のバッファタイプで「終了」の場合では、本体のログメモリの使用量が一杯になると停止します。
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⑥パワーライターログウインドウの表示

パワーライターにて、

設定 → 本体ログ設定

操作を行い、ログウインドウ画面を表示させます。

⑦ログデータの読み込み

ログウインドウの 本体ログデータ を押してください。

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏ本体のログメモリに保存されているログのデータ数「読み込みブロック指定」が

表示されます。

読み込むブロックのみ「取得」欄に「レ」チェックをつけてください。

「ＯＫ」ボタンを押すとログデータを読み込み後、ログデータが表示されます。

注意注意注意注意

ログデータを最大まで使用すると、全データの読み込みには最大１時間ほどかかる場合があります。

⑧ログデータの保存

ログウインドウの ログファイルを保存 を押してください。

ファイル名を任意に入力して保存してください。

ファイルの種類を「テキストファイル」に設定すると、表計算ソフトで読み込む事ができるファイルになり

ます。

⑨ログデータの読み込み

保存したファイルを後に読み込むには、 ログファイルを開く を押してください。

過去に保存したログデータを再び表示することができます。
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●ファームウェアバージョンアップについて

・Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏはパワーライターを使用して、ファームウェア（Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏ内の

制御プログラム）のバージョンアップが行えます。

対応車種追加や機能追加など行った場合、アップデートファイルをパワーライター専用サイトにアップして

あります。それぞれダウンロードして使用してください。

①卓上にてパソコン・通信アダプタ・ＡＣアダプタ、通信ケーブル（短）を接続してください。

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏに電源を投入してください。

②ファームウェアアップデートを選択してください。

ツール → ファームウェア書き換え

ファームウェア更新の画面が開きます。画面中、Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏのファームウェアバージョンが

表示されます。更新するバージョンと比較し確認してください。

③ファームウェアファイルを選択してください。

ＨＫＳサイトで入手した、最新のファームウェアデータのフォルダーやファイルを選択してください。

ファイル選択 → 開く

※ファームウェアファイル名は「FCVProFW****.BGV」 *はバージョンの数値

④ファームウェアアップデート開始してください。

実行

実行選択後、ファームウェア更新完了まで時間がかかります。終了メッセージが表示されるまで、

お待ちください。

⑤なんらかの原因でエラー発生など正常終了しない場合は、一度全てのケーブルを取り外し、電源を切断し、

①から操作をやり直してください。

エラー発生後、再度実行する場合に途中操作で通信エラーメッセージが表示されることがあります。

（※１度目の操作時にファームウェアが消去されている場合など）

その場合でも、メッセージ中の「ＯＫ」ボタンを押し作業を継続すると、継続してファームウェア更新が

行われます。
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カム／クランク角センサについてカム／クランク角センサについてカム／クランク角センサについてカム／クランク角センサについて

●「電磁式」設定

磁気式（マグネットピックアップ）センサで、正弦波（サイン波）の信号を入力します。

０ボルトを基準点とし、プラスマイナスに振れる信号です。

信号の電圧がプラスからマイナスに移行する０ボルトポイントが基準点です。

●「光学式」設定

光学式もしくはホール式センサで、矩形波（方形波）の信号を入力します。

０ボルトを基準点とし、０から５ボルトもしくは１２ボルトに振れます。
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センサやスイッチ入力のプルアップ（プルアップ抵抗）についてセンサやスイッチ入力のプルアップ（プルアップ抵抗）についてセンサやスイッチ入力のプルアップ（プルアップ抵抗）についてセンサやスイッチ入力のプルアップ（プルアップ抵抗）について

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏ（コンピュータ）は電圧値（０～５Ｖ）を計測し、直接、センサの抵抗値を計測

することができません。

一般的に自動車で使用される温度センサ（水温や吸気温センサ）は，温度により抵抗値が変化する素子で、

そのまま接続しても計測することはできません。

温度が計測できるよう、その抵抗変化を電圧変化に変換するように電圧（５Ｖ）を加えることを

「プルアップ」といいます。

また、そのまま電圧のみを加えても電圧変化になりません。適度な抵抗器を介して電圧を加えることにより、

電圧変化とすることができます。その介する抵抗器を「プルアップ抵抗」といいます。

入力電圧Ｖｉはプルアップ抵抗Ｒｐの抵抗値と温度センサＲｔの抵抗値の比となります。

※Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏをプルアップありと設定した場合、プルアップ抵抗は１．２ｋΩです

例として、プルアップ抵抗Ｒｐ＝１．２ｋΩ、温度センサ抵抗Ｒｔ＝３．９３６ｋΩ（１０℃）の場合、

入力電圧Ｖｉは

Ｖｉ（Ｖ） ＝ ５（Ｖ） ＊ ｛ Ｒｔ ／ （Ｒｔ ＋ Ｒｐ） ｝

＝ ５ ＊ ｛ ３．９３６ｋ ／ （３．９３６ｋ ＋ １．２ｋ）｝

≒ ３．８３２

入力電圧Ｖｉは約３．８３２（Ｖ）＝３８３２（ｍＶ）となります。

この電圧を変換テーブル１０℃のポイントに設定することで、温度を計測することができます。

温度ー抵抗 特性例 回路

温 度 セン サ 抵 抗 値

(kΩ )(℃ )

-20 15 . 132

-10 9 . 392

0 6 . 000

10 3 . 936

20 2 . 644

30 1 . 817

40 1 . 274

50 0 . 911

60 0 . 662

※実際の回路とは異なります70 0 . 490

80 0 . 367

90 0 . 280

100 0 . 216

110 0 . 168

120 0 . 133

130 0 . 106
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検査依頼やお問い合わせの前に検査依頼やお問い合わせの前に検査依頼やお問い合わせの前に検査依頼やお問い合わせの前に

例えば「エンジンがかからない」「エンジンの調子が良くない」「吹けない」などといった抽象的な現象だけ

の連絡では根本的な解決には困難な場合があります。

・各センサのモニター値は適当か？

・クランキングしてエンジン回転の値は？

・初爆はあるか？

・インジェクタは作動しているか？

・点火はしているか？点火時期は適切か？。

など、できる限り分かる範囲で現車の状況の確認をしてください。

不具合時のデータやログデータなど併せてお問い合わせいただけると素早い解決につながります。

お手数をお掛けしますが、ご協力をお願い致します。

取り扱い上の注意取り扱い上の注意取り扱い上の注意取り扱い上の注意

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏを取り扱うにあたり、以下の事に注意してください。

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏの故障ばかりでなく、エンジンや車両が停止、故障、焼損する可能性があります。

●異物を入れないこと

本体内部へ異物を混入しないでください。

内部でショートする可能性があります。

※アルミや鉄の加工で発生した切りくずなどにも注意してください。

●水に濡らさないこと

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏは防水機能はありません。

内部に水が入ると電子部品や基板にサビが発生し、そのサビでショートするなど故障の原因となります。

※フロアマットの下やフロア最下部など、水がかかったり、たまる場所に置かないでください。

※またハーネス最下部にＦ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏを置かないようにしてください。ハーネスをつたって

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏに水が混入する可能性があります。

●電気的特性を守ること

Ｆ－ＣＯＮ Ｖ Ｐｒｏの出力ポートには決められた電気的特性（定格）があります。

説明書やハーネス説明書などに記載されている定格内で使用してください。

電子部品の損傷や焼損の可能性があります。

※直接、燃料ポンプや電動ファンなど大電流が必要な装置をドライブすることはできません。

●強い衝撃を与えないこと

落としたりぶつけたり落下させるなど、強い衝撃を与えないでください。

電子部品が損傷する可能性があります。


